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山
あ
り
河
あ
り

暁
と
夕
陽
と
が

綴
れ
織
る

こ
の
美
し
き
野
に

し
ば
し
遊
ぶ
は

永
遠
に
め
ぐ
る

地
上
に
残
る

偉
大
な
歴
史

こ
の
詩
を
残
し
た
西
脇
順
三
郎

は
、
小
千
谷
に
生
ま
れ
、
晩
年
は

折
り
あ
る
た
び
に
こ
の
故
郷
を
た

ず
ね
、
そ
し
て
、
こ
の
小
千
谷
で

生
涯
を
閉
じ
ら
れ
ま
し
た
。

今
年
没
後
25
年
を
迎
え
る
に
あ

た
り
、「
西
脇
順
三
郎
を
偲
ぶ
会
」

前
会
長
の
山
本
清
さ
ん
か
ら
思
い

出
を
綴つ

づ

っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

西西
脇脇
順順
三三
郎郎山本清さん（本町）

大正15年小千谷生まれ。

「西脇順三郎を偲ぶ会」前会

長、現在同会顧問。市文化

財調査審議会委員長。元市

立図書館長。

西
脇
先
生
が
、
小
千
谷
総
合
病

院
で
、
昭
和
57
年
６
月
５
日
、
88

歳
（
満
年
齢
）
の
生
涯
を
閉
じ
ら

れ
て
か
ら
25
年
の
月
日
が
流
れ
た
。

越
後
三
山
と
信
濃
川
が
眺
め
ら

れ
る
そ
の
病
室
に
は
、
季
節
の
野

の
花
が
沢
山
飾
ら
れ
た
が
、「
都

忘
れ
」
や
「
紫
蘭
」
の
花
も
飾
っ

て
差
し
上
げ
た
私
達
の
、
花
の
名

に
寄
せ
る
さ
さ
や
か
な
願
い

《
「
東
京
の
こ
と
は
忘
れ
」、
俗

世
間
の
こ
と
は
も
う
「
知
ら

ぬ
」
》
と
い
う
諷ふ

う

喩ゆ

に
先
生
は
気

付
い
て
お
ら
れ
た
だ
ろ
う
か
。

病
室
か
ら
南
方
に
見
え
る
山
本

山
は
、
散
策
の
折
に
幾
度
も
山
頂

に
立
た
れ
、
日
本
一
の
大
河
信
濃

川
を
大
き
く
蛇
行
さ
せ
る
雄
大
な

景
観
を
楽
し
ま
れ
た
が
、
こ
の
山

の
北
側
の
斜
面
が
持
つ
豊
か
な
植

物
相
に
は
格
別
に
深
い
関
心
を
示

さ
れ
た
。

英
語
・
英
文
学
者
で
あ
り
、
現

代
詩
壇
の
先
駆
者
と
し
て
「
超
現

実
主
義
詩
論
」
と
個
性
的
な
詩
作

と
を
展
開
さ
れ
、
「
モ
ネ
」
や

「
セ
ザ
ン
ヌ
」
の
影
響
を
受
け
た

画
家
と
し
て
の
業
績
も
残
さ
れ
た

西
脇
先
生
で
あ
っ
た
が
、
植
物
に

対
す
る
深
い
関
心
を
持
た
れ
た
こ

と
は
、あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
。

座
右
の
書
に
、
牧
野
富
太
郎
の

『
日
本
植
物
図
鑑
』
が
あ
り
、
残

さ
れ
た
14
冊
程
の
詩
集
の
中
に

は
、
概
算
し
て
四
百
数
十
種
の
植

物
名
が
登
場
す
る
。

以
前
、
友
人
の
植
物
学
者
Ｓ
さ

ん
か
ら
、
こ
の
山
本
山
の
北
面
山

麓
に
、「
越
後
」
の
名
を
負
っ
た

珍
し
い
植
物
「
コ
シ
ノ
カ
ン
ア
オ

イ
」
が
自
生
し
て
い
る
こ
と
を
教

え
て
貰
っ
て
い
た
。
あ
る
日
の
故

郷
散
策
の
折
に
、
こ
の
「
コ
シ
ノ

カ
ン
ア
オ
イ
」
を
お
目
に
か
け
る

と
、
先
生
の
好
奇
心
は
た
ち
ま
ち

燃
え
あ
が
っ
た
。
後
日
、
こ
の
素

朴
な
草
花
を
採
集
し
、
東
京
の
渋

谷
区
元
代
々
木
町
に
あ
っ
た
お
宅

の
庭
に
植
え
て
差
し
あ
げ
る
と
、

間
も
な
く
鄭
重
な
お
礼
状
が
送
ら

れ
て
き
た
。
昭
和
51
年
11
月
６
日

付
の
そ
の
書
簡
に
は
、

「
・
・
・
『
カ
ン
ア
フ
ヒ
』
を

お
持
ち
い
た
だ
き
お
植
え
下
さ
い

ま
し
た
こ
と
を
、
こ
の
上
な
い
よ

ろ
こ
び
を
感
じ
て
お
り
ま
す
。
と

く
に
、
私
は
、
そ
の
植
物
の
漢
語

と
ギ
リ
シ
ア
語
を
知
る
こ
と
が
、

私
の
た
の
し
み
で
あ
り
ま
す
か

ら
。（
中
略
）『
カ
ン
ア
フ
ヒ
』
は

漢
語
で
は
『
杜ヅ

カ
ウ

』
と
い
い
ま
す
。

そ
れ
は
「
馬
の
す
ず
く
さ
」
と
い

う
意
味
の
植
物
の
１
つ
の
科
で
あ

り
ま
す
。
そ
れ
は
花
の
形
が
馬
に

つ
け
る
鈴
に
に
て
い
る
か
ら
で
す
。

そ
し
て
、
ギ
リ
シ
ア
語
で
「
馬
に

つ
け
る
鈴
」
と
い
う
意
味
で
す
。

そ
の
ギ
リ
シ
ア
語
を
漢
語
で
音
訳

し
た
の
で
す
。（
後
略
）」

（
詳
細
は
「
偲
ぶ
会
」
会
報
『
幻

影
』
20
号
）

こ
こ
か
ら
、
漢
語
と
ギ
リ
シ
ア

語
と
の
関
係
を
説
く
熱
っ
ぽ
い
論

議
が
語
ら
れ
、
門
外
の
私
は
呆
然

と
さ
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
、
小

千
谷
の
山
の
野
草
「
コ
シ
ノ
カ
ン

ア
オ
イ
」
の
記
憶
は
、
西
脇
先
生

の
「
脳
髄

の
う
ず
い

」
の
坩
堝

る
つ
ぼ

に
溶
け
て
、

越
後
か
ら
、
中
国
、
ギ
リ
シ
ア
へ

と
知
識
の
拡
大
・
飛
躍
を
は
じ
め

て
し
ま
う
の
で
あ
っ
た
。

西
脇
先
生
が
、
そ
の
ご
生
涯
を

通
し
て
示
さ
れ
た
郷
愁
と
郷
土
愛

の
背
後
に
は
、「
護ま

も

ら
れ
て
故
郷

に
残
る
自
然
」
の
ま
ま
の
、
一

本
の
草
に
寄
せ
る
深
い
関
心
が

あ
る
こ
と
も
記
憶
に
と
ど
め
る

べ
き
こ
と
と
思
わ
れ
る
。

西西
脇脇
順順
三三
郎郎
没没
後後
2255
周周
年年

西脇順三郎
（昭和50年ごろ）

西西
脇脇
順順
三三
郎郎
回回
想想
・・「「
ココ
シシ
ノノ
カカ
ンン
アア
オオ
イイ
」」
のの
ここ
とと
なな
どど



西西脇脇順順三三郎郎没没後後2255周周年年記記念念事事業業
ふふるるささととにに残残さされれたた作作品品（（詩詩））展展
（（55月月1155日日～～2200日日：：ままちちのの駅駅））

ここととばばををううたたううココンンササーートト（（66月月22日日：：ササンンププララザザ））

ふふるるささととのの美美ししいい自自然然をを愛愛ししたた西西脇脇順順三三郎郎展展
（（55月月3311日日～～66月月33日日：：ササンンププララザザ））

○西脇順三郎　略年譜

○
西
脇
順
三
郎
記
念
画
廊

新
所
蔵
絵
画
の
公
開

「
西
脇
順
三
郎
記
念
画
廊
と
記
念
室
」（
市
立

図
書
館
３
階
）
で
は
、
今
年
度
寄
贈
さ
れ
た
作

品
を
展
示
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
／
市
立
図
書
館
蕋
82
・
２
７
２
４

亜
麻
色
の
髪

3 市報おぢや6月号

野
の
茜

小千谷に生まれる。
旧制小千谷中学校（現小千谷高等学校）卒業。
画家を志望し上京するが、父が亡くなり画家
志望を断念したが、生涯絵画に親む。18歳
慶應義塾大学理財科に入学。19歳
萩原朔太郎の詩集「月に吠える」の口語自由
詩に強い衝撃を受け、日本語による詩作を決
意。27歳
オックスフォード大学ニュー・カレッジ入学。
古代中世英語英文学を学ぶ。30歳
パリでフランス印象派絵画に接する。英国人
画家マージョリ・ビドルと結婚。31歳
英文詩集「Spectrum」を刊行。32歳
「超現実主義詩論」刊。36歳
マージョリと離婚。桑山冴子と結婚。39歳
詩集「Ambarvalia」刊。詩人としての位置は
決定的なものとなる。40歳
詩集「あむばるわりあ」・「旅人かへら
ず」刊。54歳
「古代文学序説」により文学博士の学位を受
ける。56歳
詩集「第三の神話」により読売文学賞を受
ける。64歳
慶應義塾大学名誉教授となる。日本現代詩人
会会長となる。69歳
小千谷市名誉市民となる。71歳
この頃から晩年にかけ、次第に故郷を思う心
を深める。74歳
文化功労者に選ばれる。78歳
この頃から折りあるたび帰郷滞在する。82歳
多数の蔵書を小千谷市に寄贈。83歳
小千谷市立図書館開館と同時に館内に「西脇
順三郎記念室」を開設。85歳
詩集「人類」刊行。最後の詩集となる。86歳
6月5日、小千谷総合病院にて死去。89歳
6月15日、市民葬。
「西脇順三郎を偲ぶ会」発足。
山本山山頂に詩碑建立。

明治27年
明治44年

大正 3年
大正 9年

大正12年

大正13年

大正14年
昭和 4年
昭和 7年
昭和 8年

昭和22年

昭和24年

昭和32年

昭和37年

昭和39年
昭和42年

昭和46年
昭和50年
昭和51年
昭和53年

昭和54年
昭和57年

昭和58年

昭和60年
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お
ぢ
や
男
女
共
同
参
画
プ
ラ
ン
《
平
成
19
年
度
〜
平
成
23
年
度
》

を
策
定
し
ま
し
た
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

当
市
で
は
、
す
べ
て
の
男
女
が
一
人
の
人
間
と
し
て
尊
重

さ
れ
、
互
い
に
対
等
な
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
あ
ら
ゆ
る
分
野

に
参
画
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
個
性
と
能
力
を
発
揮
で
き
る
、
男

女
共
同
参
画
社
会
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。

こ
の
男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現
に
向
け
、
取
り
組
む
べ

き
内
容
を
明
ら
か
に
し
た
「
お

ぢ
や
男
女
共
同
参
画
プ
ラ
ン

《
平
成
19
年
度
〜
平
成
23
年

度
》
」
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

「
男
女
が
共
に
参
画
で
き
る
心
豊
か
な
ま
ち
に
」

平
成
19
年
度
か
ら
23
年
度

目
標
１
　
男
女
平
等
の
意
識
づ
く
り

性
別
に
よ
る
固
定
的
な
役
割
分
担
意
識
を
解
消
し
、

男
女
平
等
の
視
点
に
立
っ
た
慣
習
・
社
会
制
度
の
見
直

し
の
た
め
の
啓
発
活
動
を
進
め
ま
す
。

目
標
２
　
男
女
平
等
を
推
進
す
る
教
育
・
学

習
の
環
境
づ
く
り

学
校
教
育
や
生
涯
学
習
に
お
い
て
、
性
別
に
と
ら
わ

れ
ず
全
て
の
人
が
「
一
人
の
人
間
」
と
し
て
尊
重
さ
れ

る
教
育
・
学
習
環
境
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

目
標
３
　
男
女
が
対
等
に
参
画
で
き
る
活
力
あ

る
ま
ち
づ
く
り

ま
ち
づ
く
り
や
政
策
・
方
針
決
定
の
場
へ
の
女
性
の

積
極
的
な
参
画
を
進
め
る
と
と
も
に
女
性
の
能
力
を
発

揮
す
る
た
め
の
環
境
づ
く
り
を
支
援
し
ま
す
。

目
標
４
　
家
庭
・
地
域
社
会
に
男
女
が
共
に
参

画
で
き
、
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
社
会
づ
く
り

家
庭
生
活
に
お
け
る
男
女
共
同
参
画
や
子
育
て
、
介

護
な
ど
を
男
女
が
共
に
担
う
環
境
づ
く
り
を
進
め
、
子

育
て
や
介
護
な
ど
を
地
域
で
支
え
あ
う
仕
組
み
づ
く
り

を
進
め
ま
す
。

目
標
５
　
労
働
の
場
に
お
け
る
男
女
平
等
の
環

境
づ
く
り

雇
用
の
機
会
と
待
遇
に
お
け
る
男
女
平
等
や
男
女
が

と
も
に
職
業
生
活
や
地
域
活
動
を
含
む
家
庭
生
活
の
両

立
が
で
き
る
環
境
整
備
を
進
め
ま
す
。

目
標
６
　
女
性
の
人
権
が
確
立
・
擁
護
さ
れ
る

ま
ち
づ
く
り

生
涯
に
わ
た
る
女
性
の
健
康
づ
く
り
へ
の
支
援
や
女

性
に
対
す
る
あ
ら
ゆ
る
暴
力
の
根
絶
、
メ
デ
ィ
ア
に
お

け
る
女
性
の
人
権
尊
重
な
ど
の
取
組
み
を
進
め
ま
す
。

こ
の
計
画
の
取
り
組
み
は
、
市
民
生
活
の
あ
ら
ゆ
る

分
野
に
わ
た
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
計
画
を
進
め
る
た
め

に
推
進
体
制
の
充
実
を
す
る
と
と
も
に
、
計
画
の
進
行

管
理
を
行
い
ま
す
。

▽
「
男
女
共
同
参
画
」
と
い
う
用
語
と
内
容
の
周
知
度

→

（
平
成
23
年
度
）
80
％
　
　

▽
社
会
通
念
・
慣
行
な
ど
に
お
け
る
男
女
の
地
位
の
平
等
感

（
平
成
12
年
度
）
９
・
５
％→

（
平
成
23
年
度
）
20
％

▽
学
校
教
育
の
場
に
お
け
る
男
女
の
地
位
の
平
等
感

（
平
成
12
年
度
）
53
・
６
％→

（
平
成
23
年
度
）
80
％

▽
地
域
に
お
け
る
男
女
の
地
位
の
平
等
感

（
平
成
12
年
度
）
22
・
７
％→

（
平
成
23
年
度
）
30
％

▽
各
種
審
議
会
等
委
員
へ
の
女
性
の
登
用
率

（
平
成
18
年
度
）
22
・
２
％→

（
平
成
23
年
度
）
35
％

▽
家
庭
生
活
に
お
け
る
男
女
の
地
位
の
平
等
感

（
平
成
12
年
度
）
21
・
９
％→

（
平
成
23
年
度
）
40
％

▽
職
場
に
お
け
る
男
女
の
地
位
の
平
等
感

（
平
成
12
年
度
）
18
・
３
％→

（
平
成
23
年
度
）
30
％

▽
育
児
・
介
護
休
業
法
の
内
容
も
含
む
認
知
度

（
平
成
12
年
度
）
30
・
４
％→

（
平
成
23
年
度
）
50
％

■
問
い
合
わ
せ
／企

画
財
政
課
蕋
83
・
３
５
０
７

●
基基
本本
理理
念念

●
数数
値値
目目
標標
のの
設設
定定

●
計計
画画
期期
間間

●
６６
つつ
のの
目目
標標

●
計計
画画
のの
総総
合合
的的
・・
効効
果果
的的
なな

推推
進進
体体
制制
づづ
くく
りり
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石
田
政
司
さ
ん
（
山
寺
）
は
、

長
年
に
わ
た
り
小
千
谷
市
農
業

委
員
会
委
員
と
し
て
農
業
振
興

に
貢
献
さ
れ
た
功
績
が
認
め
ら

れ
、
旭
日
双
光
章
を
受
章
し
ま

し
た
。石田

さ
ん
は
昭
和
53
年
か
ら

平
成
17
年
ま
で
27
年
間
に
わ
た

り
農
業
委
員
会
委
員
を
務
め
ら

れ
、
こ
の
間
、
昭
和
62
年
か
ら

平
成
17
年
ま
で
農
業
委
員
会
会

長
と
し
て
小
千
谷
市
農
政
の
発
展

の
た
め
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。
平
成

８
年
に
は
新
潟
県
農
業
会
議
常
任

会
議
員
、
平
成
14
年
に
同
会
議
副

会
長
に
選
任
さ
れ
る
な
ど
要
職
を

歴
任
さ
れ
ま
し
た
。

「
様
々
な
団
体
で
仲
間
づ
く
り

を
大
切
に
し
て
き
ま
し
た
。
一
人

で
は
で
き
な
い
こ
と
も
、
仲
間
に

助
け
ら
れ
な
が
ら
や
っ
て
き
ま
し

た
。
み
な
さ
ん
の
お
か
げ
で
す
」

と
語
る
石
田
さ
ん
。

「
魚
沼
産
コ
シ
ヒ
カ
リ
の

価
格
の
引
き
上
げ
に
取
り
組

み
、
多
方
面
に
働
き
か
け
て

実
現
で
き
た
こ
と
が
思
い
出

で
す
。
今
後
も
若
い
人
た
ち

と
一
緒
に
、
地
域
に
あ
っ
た

農
政
を
勉
強
し
な
が
ら
農
業

を
続
け
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
」
と
話
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

佐
藤
　
三
さ
ん
（
平
成
２
丁

目
）
は
、
長
年
に
わ
た
り
学
校

医
と
し
て
児
童
生
徒
の
保
健
衛

生
に
尽
力
さ
れ
た
功
績
に
よ
り

瑞
宝
双
光
章
を
受
章
し
ま
し
た
。

佐
藤
さ
ん
は
耳
鼻
科
医
と
し

て
、
昭
和
38
年
9
月
に
小
千
谷

小
学
校
を
初
め
と
す
る
市
内
6

小
・
中
学
校
の
学
校
医
に
就
任
。

以
来
、
市
内
の
数
多
く
の
小
・

中
学
校
や
高
校
の
学
校
医
と
し

て
尽
力
さ
れ
、
現
在
も
学
校
健
診

で
子
ど
も
た
ち
の
健
康
を
守
っ
て

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

「
学
校
医
と
し
て
、
早
め
に
子

ど
も
た
ち
の
健
康
の
異
常
を
発
見

し
て
、
専
門
の
治
療
を
受
け
て
も

ら
う
よ
う
心
が
け
て
き
ま
し
た
」

と
語
る
佐
藤
さ
ん
。

「
昔
は
栄
養
状
態
も
悪
く
、
い

わ
ゆ
る
ち
く
の
う
症
な
ど
が
多
か

っ
た
が
、
時
代
と
と
と
も
に
子
ど

も
た
ち
の
健
康
状
況
も
よ
く

な
り
ま
し
た
。
最
近
で
は
ア

レ
ル
ギ
ー
疾
患
な
ど
が
増
え

て
き
ま
し
た
。
小
千
谷
は
病

院
な
ど
が
多
く
医
療
環
境
の

整
っ
た
ま
ち
で
す
。
健
康
の

た
め
に
は
、
日
ご
ろ
か
ら
清

潔
に
気
を
つ
け
て
、
異
常
を

見
つ
け
た
ら
早
め
に
診
察
を

受
け
て
く
だ
さ
い
」
と
助
言

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

春 の 叙 勲

旭日双光章
石田政司さん

瑞宝双光章
佐藤 三さん

春 の 危 険 業 務
従 事 者 叙 勲

瑞宝単光章
小林良男さん

小
林
良
男
さ
ん
（
東
栄
3
丁

目
）
は
、
昭
和
40
年
小
千
谷
市

消
防
士
と
な
り
、
平
成
７
年
に

退
職
さ
れ
る
ま
で
長
年
に
わ
た

り
消
防
行
政
に
貢
献
さ
れ
た
功

績
が
認
め
ら
れ
、
瑞
宝
単
光
章

を
受
章
し
ま
し
た
。

こ
の
間
、
昭
和
63
年
に
は
消

防
司
令
と
な
り
、
小
千
谷
地
域

消
防
本
部
予
防
課
長
、
平
成
２

年
か
ら
川
口
出
張
所
長
、
平
成
５

年
か
ら
は
警
防
課
長
を
務
め
ら
れ

ま
し
た
。

「
消
防
士
と
な
っ
た
の
は
、
常

備
消
防
の
制
度
が
で
き
て
消
防
組

織
の
拡
充
が
始
ま
っ
た
時
期
で
し

た
。
当
時
は
、
火
消
し
と
い
う
イ

メ
ー
ジ
で
消
防
士
と
な
り
ま
し
た

が
、
消
防
の
近
代
化
、
火
災
の
予

防
活
動
の
う
え
で
、
広
い
知
識
が

必
要
と
さ
れ
驚
き
ま
し
た
。

ま
た
、
冬
場
の
消
火
活
動
中

に
着
て
い
る
も
の
が
板
の
よ

う
に
凍
る
こ
と
も
あ
り
ま
し

た
」
と
小
林
さ
ん
。
最
後
に
、

「
災
害
時
に
は
、
隣
近
所
の
助

け
合
い
が
大
切
で
す
。、
隣
近

所
の
付
き
合
い
を
大
事
に
し

て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
」
と

お
話
い
た
だ
き
ま
し
た
。
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まちの話題 RRUUPPOO && NNEEWWSS

高校生らが参加　春の交通安全運動出発式
春の交通安全運動の初日にあたる5月11日貊交通安

全運動出発式が市役所で行われ、市内の高校生、交通
安全協会員など約70人が集まりました。
出発式では高校生の代表が「自転車二人乗りなど無謀
運転はしません」と交通安全宣言をしました。
この後、大勢の参加者が見守る中、パトカーや交通

安全指導車などが交通安全を呼びかける広報活動に出
発しました。

環境美化に大勢の市民が参加
全市いっせいごみ“0”運動

ごみ“０”運動全市いっせい清掃が、5月27日豸に
51町内会など5911人が参加して行なわれました。
この日の清掃では空き缶、空ビンなどのほか、側溝

清掃の汚泥など含めて約16トンのごみが集められまし
た。朝早くからこの運動に参加いただいたみなさんの
ご協力に感謝します。
このほかいっせい清掃以外の日にも町内会や老人会

などにより清掃が行われています。
今後も協力してまちをきれいにしていきたいもの

です。

震災からの復興とインドとの友好を
優雅な舞　インド舞踊公演

震災復興祈念のインド舞踊公演が5月13日豸、市民
会館大ホールで行われました。
この踊りはマニプリ舞踊と呼ばれ、インド6大古典

舞踊の一つで、「マニプリ」とは宝石という意味の言葉
だそうです。
今年は日本とインドの文化協定締結50周年にあた

り、NPO法人日印交流を盛り上げる会が中心になりこ
の公演が実現しました。
来場者はマニプリ舞踊の優雅な、流れるような舞に

大きな拍手を送っていました。

若い力と共に棚田を復旧
5月12日貍吉谷で「小千谷市の棚田を守る会」のメ

ンバーが中越地震で被害を受けた棚田の復旧作業を行
いました。
この日は、長岡技術科学大学のボランティアサーク

ルのメンバー25人が応援にかけつけ、復旧作業を手伝
いました。
学生たちは、慣れない田んぼの中の作業で泥まみれ

になりながら、一生懸命あぜの補修をしていました。
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響く球音　市民ソフトボール大会
6月3日豸白山運動公園多目的広場、小千谷中学校グ

ラウンドを会場に、第53回市民ソフトボール大会が行
われました。
晴天に恵まれ、暑い陽ざしのもとで23チームが熱戦

を繰り広げました。試合では随所に好プレーが見られ、
選手たちは流れ落ちる汗をぬぐいながら白球を追いか
けていました。トーナメント方式の熱戦を制し優勝し
たのはタミ振るズ、準優勝はTEAMプレハブ、3位は三
友会でした。

東山復興祈念　金倉山トリムウォーキング大会
東山復興祈念金倉山トリムウォーキング大会が晴天

に恵まれた6月3日豸に行われました。
中越大震災の影響で、この大会が行われたのは3年ぶ

りとなり、約300人が参加し初夏の東山地域の自然を
満喫しました。この日は、小千谷闘牛場で牛の角突き
も開催され、ウォーキング参加者は迫力ある闘牛のぶ
つかりあいを楽しみました。闘牛場では、NHKの番組
「おーい、ニッポン　私の好きな新潟県」の生中継も行
われ、闘牛のほか錦鯉の紹介などが行われました。

よさこいソーラン競演 小千谷復興菜の花まつり
5月27日豸、川井大橋で「小千谷復興菜の花まつり」

が行われ、大勢の人で賑わいました。
このまつりは震災からの復興と、地域の活力による

元気な町づくりを目指してNPO法人が主催し、今年で2
回目の開催となりました。
会場では、山菜やそばなどの地元の物産販売や菜種

油・天ぷら油で走る自動車の試乗などのほか、よさこ
いソーランの競演では、東京都から2団体が友情出演し、
市内や川口町から参加の5団体とともに、力のこもった
踊りを披露してくれました。

岩沢で愉快な大名行列
5月27日豸岩沢で地域おこし活動をしている函山城

狼煙乃会による大名行列が行われました。
大名行列の仮装は会員の手作りで、愛馬「ムネオホ

マレ」に乗った殿様や姫などに扮した一行が「下に下
に…時には上に…」と練り歩き、集まった観客の喝采
を浴びていました。
岩沢不動尊に到着した一行は、のろし上げの出陣式

をユーモアたっぷりに行い、境内は笑いの渦でいっぱ
いになりました。この後、一行は地域の人たちととも
に函山城址に登り、のろしを上げて市内外の地域おこ
しグループとの交信を行いました。
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今
年
も
き
れ
い
に
咲
き
ま
し
た
〜
山
本
山
菜
の
花
畑
〜
　
　

今
年
も
山
本
山
中
腹
、
沢
山
ポ
ケ
ッ
ト
パ
ー
ク
の
菜
の
花
畑
は
き
れ
い
に
咲
き
ほ
こ
り
ま
し
た
。
お
よ
そ
２
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
広
さ
の
畑
に
は
、
約
60
万
本
の
菜
の
花
が
咲
き
訪

れ
た
人
の
目
を
楽
し
ま
せ
て
い
ま
し
た
。
見
頃
は
５
月
初
旬
だ
っ
た
よ
う
で
す
。
特
に
５
月
の
連
休
中
は
大
勢
の
人
が
訪
れ
、
散
策
し
た
り
写
真
を
撮
っ
た
り
し
て
楽
し
ん
で
い

ま
し
た
。

○
夏
は
ひ
ま
わ
り
畑
が

お
目
見
え
し
ま
す

今
年
も
ひ
ま
わ
り
の
種
を
ま
き

ま
す
。
８
月
上
旬
〜
中
旬
こ
ろ
が

見
頃
に
な
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。
こ
ち
ら
も
お
よ
そ
２
ヘ
ク

タ
ー
ル
の
ひ
ま
わ
り
畑
に
な
る
予

定
で
す
。
青
空
と
黄
色
い
ひ
ま
わ

り
の
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
を
ど
う
ぞ
お

楽
し
み
に
。

昨年のひまわり畑の様子
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作ってね！この料理
きゃべつのピーナッツ和え

■材料（４人分）
きゃべつ３２０ｇ、ほうれん草８０ｇ、人参４０ｇ、油揚げ
１枚、ピーナッツ４０ｇ、砂糖小さじ２、しょうゆ大さじ１
と１／３

■作り方
①キャベツは軟らかめにゆでて２cm位の角切りにする。ほう
れん草はゆでて２cmくらいの角切り。人参は薄い短冊に切
り、ゆでておく。

②油揚げは油抜きし、縦半分切り、短冊に切る。
③ピーナッツはミキサーで細かくする。
④①～③の材料を合わせ、砂糖としょうゆで、味付けする。

■栄養価（1人分）
エネルギー１１５kcal、たんぱく質５.５g、脂質７.３g、塩分
０.９ｇ　

（調理：小千谷市食生活改善推進委員）

こ
ん
に
ち
は
！

市
長
で
す
（3）

中
年
か
ら
の
健
康
づ
く
り
と
し
て
、
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
を
意
識
し
始
め
た
の
は
40
代
の
中
ご
ろ

で
し
た
。
思
い
切
っ
て
、
マ
ラ
ソ
ン
と
同
じ
距

離
４
２
・
１
９
５
キ
ロ
を
歩
く
行
事
に
参
加
し

た
り
し
ま
し
た
。
50
代
に
は
韓
国
へ
単
身
赴
任

と
な
り
ま
し
た
が
、
約
5
年
間
、
雨
が
降
ら
な

い
限
り
、
夕
食
後
30
分
ほ
ど
の
散
歩
を
欠
か
し

ま
せ
ん
で
し
た
。
休
日
に
は
、
近
く
の
山
の
頂

上
ま
で
足
を
延
ば
し
た
り
も
し
ま
し
た
。
と
か

く
不
規
則
に
な
り
が
ち
な
生
活
の
中
、
無
事
任

務
を
終
え
ら
れ
た
の
は
、
こ
の
「
歩
き
」
の
お

蔭
で
あ
っ
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。

人
類
の
祖
先
で
あ
る
類
猿
人
の
出
現
は
、
今

か
ら
３
８
０
０
万
年
ほ
ど
前
だ
そ
う
で
す
。
そ

れ
か
ら
何
千
万
年
も
の
長
い
時
間
を
か
け
て
、

約
４
０
０
万
年
前
に
直
立
二
足
歩
行
を
す
る
猿

人
が
出
現
し
ま
し
た
。
我
々
の
祖
先
は
、
大
変

長
い
年
数
を
か
け
た
努
力
の
末
、
よ
う
や
く
二

足
歩
行
が
出
来
る
よ
う
に
な
っ
た
よ
う
で
す
。

そ
れ
か
ら
約
４
０
０
万
年
の
間
、
人
間
は
２
本

足
で
歩
い
て
行
動
す
る
こ
と
が
普
通
に
な
り
ま

し
た
。
人
間
は
、
身
も
心
も
２
本
の
足
で
立
っ

て
行
動
す
る
こ
と
に
適
応
し
、
そ
れ
が
一
番
自

然
な
姿
勢
と
な
っ
た
は
ず
で
す
。
と
こ
ろ
が
、

人
間
達
は
、
こ
の
わ
ず
か
数
十
年
の
間
に
、
突

然
歩
く
努
力
を
し
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

特
に
、
自
動
車
と
言
う
大
変
楽
な
移
動
手
段
を

使
う
よ
う
に
な
っ
た
た
め
、
１
日
か
け
て
も
、

ほ
ん
の
１
０
０
メ
ー
ト
ル
さ
え
も
歩
く
こ
と
を

し
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
こ
れ
で
は
、

人
間
の
心
身
に
対
し
て
、
何
か
大
変
な
悪
影
響

を
与
え
る
の
で
は
な
い
か
と
心
配
に
な
り
ま
す
。

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
の
効
用
は
、
単
に
肉
体
へ
の

効
果
だ
け
で
は
な
い
よ
う
で
す
。
歩
く
こ
と
で

脳
へ
の
血
流
が
良
く
な
り
酸
素
の
供
給
が
増
え

る
こ
と
や
、
身
体
中
の
筋
肉
か
ら
脳
に
刺
激
が

与
え
ら
れ
る
こ
と
な
ど
に
よ
り
、
脳
が
活
性
化

さ
れ
る
と
聞
い
た
事
が
あ
り
ま
す
。
歴
史
的
に

も
、
歩
き
な
が
ら
思
考
を
め
ぐ
ら
し
た
高
名
な

哲
学
者
や
芸
術
家
が
多
い
よ
う
す
。
確
か
に
、

日
ご
ろ
答
の
出
せ
な
い
難
問
が
、
歩
き
な
が
ら

考
え
た
ら
ス
ッ
キ
リ
解
決
出
来
た
こ
と
を
、
私

も
何
度
と
な
く
経
験
し
て
い
ま
す
。

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
は
誰
に
で
も
気
軽
に
出
来
る

健
康
づ
く
り
で
す
。
最
近
歩
く
機
会
が
減
っ
た

と
感
じ
て
お
ら
れ
る
方
は
、
少
し
ず
つ
で
も
始

め
て
み
ら
れ
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

大勢の方がウォーキングを楽
しんでいます－6月3日に行わ
れた東小千谷健康ウォーク－
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乳幼児健診、予防接種の実施日には、先着順に番号札をお渡しします。
■番号札配布開始時間　午前中に開催の場合＝午前8時30分～、午後に開催の場合＝正午～

４か月児健康診査
■日時／7月4日貉午後１時～１時10分受付
■対象／平成19年2月生まれ
■持ち物／バスタオル､ 母子健康手帳、替え用の
オムツ

■その他／離乳食講習会を同時実施

10か月児健康診査
■日時／7月5日貅午後１時～１時
10分受付

■対象／平成18年8月生まれ
■持ち物／母子健康手帳、替え用
のオムツ

■その他／離乳食後期の講習会を同時実施

１歳６か月児健康診査
■日時／7月19日貅午後1時～1時20分受付
■対象／平成17月12月生まれ
■持ち物／母子健康手帳　
■その他／歯科検診を同時に行いますので、歯を
みがいて来てください。

２歳児歯科検診
■日時／7月20日貊午前9時～9時
10分受付

■対象／平成17年6月生まれ
■持ち物／母子健康手帳、お子さ
んのハブラシ

■その他／幼児食講習会と歯科衛
生士によるブラッシング指導があ
ります。歯をみがいて来てくだ
さい。

３歳児健康診査
■日時／7月25日貉午後１時～１時20分受付
■対象／平成16年6月生まれ
■持ち物／目と耳のアンケート、生活習慣アンケ
ート、母子健康手帳、採尿容器

■その他／尿検査、歯科検診も同時に行います。
歯をみがいて来てください。

乳幼児の健康診査乳幼児の健康診査
会場は健康センターです

＊発熱など、普段と違う症状のあるお子さんは、

翌月の健診日においでください。

栗山、上沢、干三、万年

岩沢地区(大崩、池之平除く）

戸屋、冬井
大崩、池之平

8:30～11:00

内ヶ巻

塩殿、卯ノ木

■対象／40歳以上の方
■料金／1,000円（70歳以上の方は無料）
■7月8日豸の検診を希望する方は、6月29日貊まで
に健康センターにお申し込みください。

■大腸がん検診を希望する方は、胃検診会場でお申
込ください。容器を配布します。

健康相談・健康診査

献血バスゆうあい号
みなさんのご協力をお願いします。
全血献血

■日程／7月30日豺
■時間／午前10時～午後3時30分

■会場／日本ベアリング㈱

うぶごえ教室　

■日時／7月22日豸午前9時～正午
■対象／妊婦、1歳未満の子どもの母親など
■会場／健康センター
■内容／母乳育児と妊娠中、産後の過ごし方、料理
実習、会食交流会など

■持ち物／母子健康手帳、エプロン、三角布、お子
さんの離乳食

■無料
■申込締切／7月19日貅まで。お子さん、ご夫婦一

緒でも参加できます。

心の健康相談
心が沈みがち、元気が出ない 、眠れない、アルコ
ール依存､家庭内暴力などでお困りの方の相談を精神
科医師がお受けします。
■日時／7月13日貊午後１時30分～3時
■会場／健康センター
■申込締切／7月12日貅



問い合わせ・申し込みは健康センターへ　蕋８３-３６４０

11 市報おぢや６月号

7月の予定

各種検診のご案内
指定された日時、会場で受診できない方は、都合の
よい会場で受けてください。
受診通知書が届いていない方で、受診を希望する方
は、健康センターにご連絡ください。

時水、藪川、両新田、
若葉2・3丁目

9:00～11:00
13:00～14:30

胸部レントゲン検査・基本健康診査日程表

谷内、打越、上村、水口、滝谷、
藤田沢、高畑、茶合、四ツ子

9:30～11:00
7.10貂

9:15～10:15

吉谷トレーニングセンター

7 . 9豺
13:00～14:30

城 山 開 発 セ ン タ ー

9:00～11:00

真 人 北 部 農 業 者 等 就 業
促進施設（旧若栃精機）

13:00～14:30
9:00～10:30

7.11貉

13:00～14:30
7.12貅

山 谷 交 流 セ ン タ ー

西 部 開 発 セ ン タ ー

対　　象 月日 受付時間 会　　場
二俣、迯入

若栃、山新田、芹久保、
市之沢、北山、孫四郎

桜町（上）、（中）、（下）

二 俣 公 民 館

13:00～14:00

山谷、坪野（下）

上 ノ 山 ク ラ ブ7.13貊上ノ山1～5丁目

胸部レントゲン検査
（結核定期健康診断・肺がん検診）
結核、肺がんの早期発見のため、職場や病院など

で検査を受ける機会のない方は受診しましょう。65
歳以上は感染症法により受診が義務付けられてい
ますので、年1回は受診してください。
■対象／65歳以上は結核定期健康診断・肺がん検診、
40～64歳は肺がん検診
■料金(肺がん検診）／200円(70歳以上無料）
基本健康診査
生活習慣病予防のため、年に１回は健診を受けましょう。
■対象／16歳以上　　■料金／無料
■検査項目／計測・尿検査・問診・血圧測定・診察・血
液検査・心電図・眼底検査

子宮頚がん検診・乳がん検診日程表
（40歳以上同時実施、20～38歳子宮がん検診のみ実施）

受付時間 会　場月　日
13:00～13:10
14:00～14:10
※子宮がんのみ受診される
方は、14:00～14:10受付

小千谷総合病院

7 .　 2豺
7 . 　 9豺
7 . 2 3 豺
7 . 3 0 豺

魚 沼 病 院

7 .　 2豺
7 . 　 6貊
7 . 2 0 貊
7 . 2 3 豺
7 . 2 7 貊
7 . 3 0 豺

12:30～12:50
※子宮がんのみ受診される方
は、14:30～14:45受付

1年おきの検診となります。対象年齢の年度に、
忘れずに受診してください。
必ず個人通知が届いてから受診してください。指

定された日がご都合の悪い場合は、申し込んだ医療
機関の検診日程の中で、受診日を変更して受診して
ください。
子宮頚がん検診

■対象／20歳以上の女性で、今年度末までに偶数年
齢になる方(隔年検診)

■料金／1,000円、70歳以上は無料

乳がん検診(マンモグラフィ・視触診併用検診)

■対象／40歳以上の女性で今年度末までに偶数年齢
になる方(隔年検診) 

■料金／▽40～48歳　1,400円
(Ｘ線写真を4枚撮影)
▽50～68歳　1,000円
(Ｘ線写真を２枚撮影)
▽70歳以上 無料

●対象年齢で申し込みをされて
いなくて、検診を希望される
方は、健康センターへご連絡
ください。(11～12月の予定)

●手術で子宮や乳房を摘出した、
豊胸手術を受けた、子宮や乳房
の病気で通院中の方は、集団検診は受けられません。引
き続き病院で診療を受けてください。

健康診査・検診

ＡＡグループミーティング
アルコール依存を正しく理解し、互いに話し合
うことで断酒継続をしています。
■対象者／アルコール依存やお酒

で体調をこわしている方・家族・

友人

■会場／健康センター
■日時／毎週水・金曜日午後7時
30分～9時
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牛の角突き復興シンボル

小千谷闘牛振興協議会では、中越大震災発生当日に割れた大岩に巨大な面綱をかけました。
「おぢや牛の角突き」とともに、新しい観光名所として全国へ発信するため、この大岩の愛称を

全国から募集しています。ぜひご応募ください。

※面綱：相撲でいう化粧まわしにあたるもので、写真のように牛の頭にかける綱のことです。

■応募方法／次のいずれかの方法で応募してください。
①牛の角突き開催日に会場で
小千谷闘牛場で牛の角突きの開催日に応募用紙を配布しています。会場で応募できます。

②この大岩の前で（この大岩は、小千谷闘牛場前【小栗山地内】にあります）
大岩の前に受付箱と応募用紙を設置しています。牛の角突き開催日以外でも応募できます。

③官製はがき、封書、電子メールで
『住所、氏名、大岩の愛称』を記載し、官製はがき、封書、電子メールで、応募してください。
▽あて先／〒947-8501 小千谷市城内2丁目7番5号 小千谷市商工観光課
▽電子メール／kanko-k@city.ojiya.ni igata.jp

■応募締切／10月22日豺
■愛称決定／10月23日貂
■愛称発表／11月4日豸（おぢや牛の角突き最終開催日に小千谷闘牛場で発表します）
■その他／愛称の採用者に闘牛がつける本物の面綱を贈呈します。

（採用された愛称の応募者が多かった場合は、抽選で10人に面綱を贈呈します）
■問い合わせ／商工観光課蕋83-3512

小千谷闘牛場前にある大岩

「割れた大岩」の愛称募集



第26回壮年野球大会（ナイター）
の参加チームを募集します。
■日時／7月17日貂～8月9日貅
（土・日曜は除く）
午後7時30分試合開始

■会場／白山運動公園野球場
■参加資格／昭和42年4月1日以前
に生まれた方で市内に在住または
在勤の方

■チーム編成／監督・主将を含め1
チーム20人以内（監督は選手とし
て出場可、選手の二重登録禁止）

■参加料／１チーム2,500円
■申込／6月29日貊までに参加料を
添えて総合体育館内社会体育課へ

■代表者会議／7月10日貂午後7時～
総合体育館

■問い合わせ／社会体育課

今春、学校を卒業し初めて市内に
就職された方を対象に激励会を開催
します。
■日時／7月11日貉午後1時30分～
（午後1時から受付開始）

■会場／サンプラザ大ホール
■内容／式典・社会人セミナー・交
流会

■その他／公共職業安定所の紹介以
外で就職され、参加を希望される
方は商工観光課へ連絡ください。

■問い合わせ／商工観光課　　

小学校、中学校の現行の教科書を
展示します。
高等学校の教科書は、平成20年

度に一部採択替えのため、検定を経
た教科書を展示します。
■日時／6月15日貊～7月6日貊
午前8時30分～午後5時（土・日曜
日を除きます。）
事前連絡があれば、展示会後も通
年閲覧できます。

■場所／小出小学校内　小出教科書
センター

■対象／教職員、保護者などどなた
でもご覧いただけます。

■問い合わせ／小出教科書センター
蕋025-792-0041
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物忘れがひどい、やる気が出ない
などでお困りの方やその家族の相談
を精神科医師が無料でお受けします。

■日時／7月12日貅午後1時30分～3
時30分
■会場／健康センター　
■申込・問い合わせ／7月11日貉ま
でに高齢福祉課へ

思春期から更年期の女性・その家族
の方を対象に産婦人科医師が相談をお
受けします。相談は無料です。
■内容／妊娠、避妊、不妊、婦人科疾
患、更年期障害、性感染症、その他
女性の心身の健康に関する相談　
■相談日／7月20日貊午後2時～4時　
■会場／魚沼保健所（魚沼地域振興局
健康福祉部）
■相談担当医／須藤祐悦さん（南魚沼
保健所長、産科婦人科医師）
■相談無料
■申込／前日までに電話で予約してく
ださい。
■申込・問い合わせ／魚沼保健所
蕋025-792-8612

社会体育課　蕋83-0077

壮年野球大会参加チーム募集

高齢福祉課　蕋83-4060

お年寄りの心の相談会

商工観光課　蕋83-3512

小千谷市・川口町就職者激励会

健康センター　蕋83-3640

女性のための健康相談会

学校教育課　蕋83-3519

教科書展示会

新潟テクノスクール受講生募集
パソコンとインターネットを利

用して在宅で受講できる、重度身
体障がい者の方を対象とした講座
です。
■募集講座／Webアクシビリティ
ーデザイナー科

■対象者／通所が困難な重度身体
障がい者

■期間／7月3日貂～12月28日貊
■募集締切／7月2日豺
■受講料／無料（ただし、教材費
などは自己負担です。）

■問い合わせ／新潟県立テクノス
クール開発援助課
蕋025-247-7397



14

市立保育園主催の「なかよしコン
サート」が行われます。
小千谷で初めて発表する4人組のグ

ループ「ウサギーム」による歌・手遊
びなどでみんなで楽しみましょう。

■日時／6月23日貍 午前10時30分
～11時30分

■会場／市民会館大ホール
■入場無料
■その他／市民体育館前駐車場は台
数が限られています。徒歩や乗り
合わせでのご来場に協力ください。
■問い合わせ／市内各保育園

ボランティアグループによる7月
のおはなし会
■毎週火曜日／午後3時30分～4時
7月3日、10日、17日、24日、31日

■毎月第3日曜日／午後2時～2時
30分　7月15日

■会場／図書館1階おはなしの部屋
■問い合わせ／図書館蕋82-2724

図書館　蕋82-2724

7月のおはなし会

健康福祉課　蕋83-3517

なかよしコンサート

イベント・お知らせ

児童手当現況届をお忘れなく
児童手当を引き続き受けるためには、現況届の提出が必要です。
提出用紙は、市民生活課、わんパーク(本町１）のほか、お住まい

の地域の支所・連絡所に用意してあります。ただし、高梨・五辺の
方は市民生活課またはわんパークをご利用ください。
■提出期間
6月11日豺～30日貍
※わんパークのみ、土・日曜日（午前9時30分～正午まで）も受付
ます。

■持参するもの
①印鑑（ゴム印不可）
②年金の加入を証明する書類
厚生年金（共済組合）加入者：請求者（児童ではありません）
の健康保険被保険者証のコピー（資格取得日の記載があるもの）、
または年金加入証明書（はがき）
国民年金加入者：年金手帳

③児童手当用所得証明書（平成19年1月2日以降に転入した方の
み、前住所地の市区町村役場の発行する平成18年中の所得
を証明する平成19年度分の児童手当用所得証明書をお持ち
ください。）

児童手当を振り込みます
児童手当6月期分（平成19年2月～5月分）を、6月15日貊に受給

者指定の各金融機関口座に振り込みます｡
平成19年4月分から3歳未満の児童手当は、一律月額1万円になり

ます。3歳到達後の翌月からは、第一子、第二子の児童手当月額は
5千円となります。

■問い合わせ／市民生活課蕋83-3509

※児童手当を特例給付で受給されている方で、厚生年金や共済
組合などの被用者年金に加入している事業所を退職した方は、
届出が必要です。届出が遅れると児童手当を返納していただく
場合があります。

※今まで所得制限などにより児童手当を受給できなかった方も、今
年度は受給できる場合もありますので、お早めに市民生活課
で手続きをしてください。

市税等の納期限

■7月2日豺

■市・県民税（1期）

国民健康保険税（6月分）

介護保険料（6月分）
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杉並区友好交流功
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切絵師風祭竜二
さん（杉並区在
住）の版画

記念の
メダル



小千谷市職員採用試験
平成20年度採用の市職員採用試験を行います。受験を希望する方

はお申し込みください。

■試験日／7月29日豸
■会場／小千谷市役所

■応募締切日／7月2日豺午後5時必着（郵送も同様）

■問い合わせ・資料請求先／

直接市役所総務課へ来られるか、希望試験・職種を書いて、返信

用封筒（角2・Ａ4が入る大きさ、あて先を明記し120円切手を貼っ

たもの）を同封し、外封筒には「試験要項請求」と朱書きして、小千

谷市総務課あてにお送りください。

〒947-8501 新潟県小千谷市城内2ー7－5

小千谷市役所総務課職員係

蕋83-3005 FAX83-2789

※学歴・資格は、平成20年3月31日までに取得見込みの者を含みます。

15 市報おぢや６月号

小千谷市役所蕋83・3511豎
http://www.city.ojiya.niigata.jp/

問　題 おぢや闘牛復
興のシンボルとして、
あるものに巨大な面綱
をかけ、愛称を募集し
ています。そのあるも
のとはなんでしょうか。
①大木　②大岩　③大石

応募先 〒947－8501小千谷市役所総務
課広報広聴係あて（住所不要）

締　切 6月25日豺（当日消印有効）
5月号の答えは、②3年でした。抽選
の結果次の方が当選しました。
吉原いみ子さん　阿部堅太郎さん　
田村メリ子さん

ちぢみの里の利用券が当たる 解答をはがきでお送りください。
正解者の中から、抽選で3人に
ちぢみの里の利用券を贈呈します。
市報おぢやの感想もあると担当は
うれしいのですが…

人口と世帯数（5月31日現在） 

男 19,777人 　  3 出生　  34人 

女 20,274人 △17 死亡　  36人 

合　計 40,051人 △14 転入　  58人 

世帯数 12,341世帯 △  1 転出　  70人 

事故発生状況（5月31日現在） 

 

件　数 

死　者 

傷　者 

消防本部出動状況（5月31日現在） 

 

火　災 

救　急 

気象データ5月 

 

平均気温 

最高気温 

最低気温 

降水量月計 

小千谷地域消防本部速報値 

19年5月 

28.7℃ 

　7.1℃ 

118.0㎜ 

16.3℃ 

過去10年の平均 

574件 608件 

12件 10件 

19年5月まで 18年5月まで 

85人 91人 

0人 0人 

66件 73件 

29.5℃ 

　5.9℃ 

109.7㎜ 

17.1℃ 

19年5月まで 18年5月まで 

図書館臨時休館のお知らせ
●図書館の貸出システム更新作業のため、次の期間休館します。
ご不便をおかけしますが、ご理解とご協力をお願いします。
■ 休館期間／6月25日豺～7月2日豺

●臨時休館に伴い特別貸出を行います。どうぞ
ご利用ください。
■ 特別貸出実施期間／6月12日貂～24日豸
■ 貸出期間／ 3週間
■ 貸出冊数／
▽一般図書：冊数制限ありません
▽新着図書・雑誌：各5冊以内
▽ビデオ・紙芝居：2巻以内
■ その他／
▽市内6施設に配本してある図書は、この休館期間中もご利用で
きます。

▽休館期間中は、電話による調査相談などは受付できません。
▽新聞は、市民会館1Ｆホワイエで閲覧できます。
▽返却ポストは図書館玄関前に設置してあります。

■ 問い合わせ／図書館蕋82-2724



小粟田の入り口にある食堂の裏に、実に風流なかやぶきの庵を発見し、
物好きな私は早速訪ねてみました。ここのご主人金子拓三さんが自分で
踏んだ土で壁塗りまでして建てたもので、酒亭とも言える囲炉裏のある
小座敷と、その脇に石組みの見事な風呂まである実に粋で遊びごころい
っぱいのすぐれものです。金子さんの桐の古材の美しさを生かしたり古
い臼を椅子に造りかえたりなどの感覚は、すっげいもんだいやと感心し
ました。 脱帽

（絵と文は西脇正久さん）

小 千 谷 を 描 く Ｎｏ３２１　　小粟田の風流亭

編
集
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記

平成19年6月10日発行№840 編集：小千谷市総務課 蕋0258（83）3506

〒947－8501 小千谷市城内２－７－5 薨0258（83）2789
2007６月

表
　
紙

田
植
え
体
験
ツ
ア
ー
が
５
月
26
日

貍
・
27
日
豸
池
ヶ
原
の
田
ん
ぼ
を
中

心
に
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
毎
回
、
首

都
圏
な
ど
か
ら
も
大
勢
の
参
加
者
が

あ
り
、
田
植
え
や
芋
苗
植
え
、
山
菜

取
り
な
ど
を
し
て
小
千
谷
の
春
を
満

喫
し
て
い
ま
し
た
。

こ
の
４
歳
の
女
の
子
は
お
母
さ
ん

と
一
緒
に
田
ん
ぼ
に
入
っ
て
、
一
生

懸
命
苗
を
植
え
て
い
ま
し
た
。
大
人

で
も
大
変
な
の
に
、
泥
だ
ら
け
に
な

っ
て
も
、
終
始
ニ
コ
ニ
コ
と
頑
張
っ

て
い
ま
し
た
。

昨
年
、
市
民
の
み
な
さ
ん
か
ら
、

お
寄
せ
い
た
だ
い
た
写
真
な
ど
で
製

作
し
た
小
千
谷
市
震
災
記
録
写
真
集

「R
em
em
ber10

・23

」
が
平
成
19
年

度
全
国
広
報
コ
ン
ク
ー
ル
の
広
報
企

画
部
門
で
入
選
し
ま
し
た
。
こ
れ
も

み
な
さ
ん
の
ご
協
力
の
お
か
げ
と
感

謝
い
た
し
ま
す
。

市
内
各
地
で
地
域
活
性
化
を
は
か

る
イ
ベ
ン
ト
を
取
材
し
ま
し
た
。
い

ず
れ
も
地
域
住
民
の
み
な
さ
ん
の
熱

意
と
努
力
に
満
ち
、
震
災
復
興
へ
一

歩
づ
つ
進
ん
で
い
る
姿
を
感
じ
ま
し
た
。

古紙配合率100％再生紙を使用しています 大豆インクを使用しています 


